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第
十
玉
锻 

<
1
0
五1

.
B
:

新
邦
紙
介

あ
る
が
"

本
書
に
於
て
も
、
吏
に
此
意
_

を
明
に
し
、 

通
貨
膨
脹
の
原
因
を
以
つ
て
、
歐
洲
か
ら
巨
概
な
る
金 

の
輸
入
し
來
つ
た
こ
ビ
の
外
に
、

(

一)銀
行
が
貸
出
幷 

J ;

预
金
を
膨
脹
す
る
こ
と
は
愛
阈
的
義
務
で
あ
る
ビ
考 

へ
、(

ニ)

實
業
家
幷
に
公
衆
が
華
業
を
擴
張
し
、
且
つ 

自
由
公
偾
を
質
入
れ.
る
こ
ビ
を
同
じ
ぐ
愛
獼.的
||
務
で 

あ
る
€
信
じr 

|

方
ね(
三

；
^

^

が

戰

時

財

政

の

必

要
 

に
應
じ
る
爲
め
に 
> 

聯
邦
維
備
金
銀
行
を
し
で
殊M

に 

割
引
步
合
を
低
廉
に
維
持§

せ
た
む
ふj

に
歸
し
た
の 

は 
' 

正
當
の
解
釋̂

認
め
な
サ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

通
貨
膨
脹
の
經
濟
歡
會
に
及
ぼ
す
影
響
の
善
惡
兩
方 

漸

仅

激

て

，
は
、
、

.
,
ジ

.，
エ
V」

オ
ン
ス
、へ
ヶ
ー
ャ
ン
ス
其
他
の
人
；
 

令
が
千
八
西
五
十
年
前
後
に
於
げ
る
金
產
额
增
加
腾
代 

に
硏
究
し
た
當
時
が
ら
大
體
に
於
て
、：
型
が
贫
I
つ
て. 

居
る
.0
'.
',
ヶ
氏
も
亦
此_

仅_

:<
>!,で
、
.
第

コ

拿

ぬ

於

て

通 

ノ
貨
膨
脹
の
影
響
を
論
£
尤

居

夸

0
.
ー

如

ち

氏

の

議

論

を

要 

約

す

れ

：ば
.(「

眾
純
な
名
物
儅
0
備
*
览
善
で
1
な
け
^ . 

.
ば
、
沪
作
も
« .
ぃ
ナ
唯
身
雜
に
物
赝
平
-;
«

;.
0
櫞
黄
す
る. 

て
'̂
は
、ぐ::
«
:.
»
上
本
微
會
上
-̂
多
ぺ
0
患

害

を

.生

ナ

る 

所

以

ビ

爲‘る
。

即

ち

契
a
上d

關
^

^
亂
1,
:
'
全
：8|-
'

.0
S
 

1
_

四
0.

に
於
で.
物.
價
は
騰
赏
オ
；る
にB

て

も

、

卸

賣

相

場

ぬ

.小 

費
榭
場
0

淡
滕
貴
は
遲
速
お
卜
、
賃
鈒
ど
物
價
ど
は® 

恶
^-

灘
節
次

れ,
、̂
に
或
杏
權
の
料
金U

政
^
朦
督 

办
下
に
在̂

.

て
、’
：調
節
の
困
雛
な
る
も
の
が
あ6

、
賃 

銀
の
上
進
亦
不
平
等
で
あ
る
璐
め
に
、
結
厨
社
會
に
不 

平
を
激
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
し
へ
ビ
云
ふ
諸
點
ば
歸
着
す 

る
/0

而
し
で
近
年0

通
貨
膨
脹
は
：戰
時
財
政
の
關
係
が 

ら
生
じ
た
も®

で
あ
る
ビ̂

^

ば
、
此
事
は
即
も
戰
爭 

^
#
>

フ
經
：
濟

的

負

擔

を

不

公

平

^

し
れ
も.
の
で
あ
る̂
 

論
じ
た
©

は
!̂

是
れ
表
で
0 .

學
者
9

着

目

し

な
.

が
o

.
た 

點
で
&

る
。'

.

■

,
 

.

'
;

.

‘
然
&'
«

通
貨
收
縮
問
題«

如
何
に
之
を
取
探
ふ
可
き 

か
。
是
れ
は
第|

|
*
0

問
«

で
あ
つ
て
、j

,

方
に
ヶ
氏 

は
通
貨
膨
脹
が
卒
和
時
代
に
於
け'る
永
久
の
政
策
ビ
す 

可
か
ら
ざ
る
こ
と
を
認
め

V

居
る
が
、
他
の
一
方
に
於 

て
は
通
貨
■

縮
の
'
弊
*

(

俊
務
者
fc
'
對
す
る
不
公
正
、 

事
業
の
沈
衰
、
失
業
、
賃
銀
低
落
、
勞
働
龃
合
に
對
す 

る
*

迫
等)
を

：*

ベ

て

居

る
':
0
，然

ら
.

ば
：此
問
題
は.
結
^
 

如
何
妃
す
可
き
も
の
で«>
:

る
か
5

云
へ
ば
、
ヶ
氏
は
金 

の.
：供
給
，は̂

實
«:.

名„
金
貨
本
位
制
：の
，下
に
、
現
在
の
：如
、

A
高
：き
物
價
苹
準
を
雑
持
し
て
行
く
の
に
、.
不
足
で
あ
，

^

か
ふ
、
到
藤
贩
貨
を
收
縮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
t

云 

ふ
C

ビ
で
、•
議
論
を
結*
ん.
で.
居
る
？
是
れ
は
誠
に
芷
當 

■0,

饑
論
で.
あ
つ
て
、
間
然
ず
る
所
な
き'̂-

の
で
あ
る
が
、 

1

方
此
歐
洲
諸
國
が
今:0
0 .

如

く

金

貨

本

位

制

其

，
も

の 

、本
官
を
放
擲
し
て
居4
 
士
し
^

な
ら
ば

ノ双
上
の
論 

«

か
&

狐
貨
攸
縮
の
行
は
，れ
る
こ
ヒ
は
盡
ま
れ
な
い
。

一
 

金
產
出
額
は
近
き
將
來.に
於
，で
；、«

前
0

狀
態
に
ま
復 

す
る
こ̂

は
望
ま
れ
な
い
；で
ず
ら
，
。
然
も
諸
國
が
割 

合
に
寡
小
|

金
| :

對

し

て

、
:-
.
割

会

に

大

な

る

通

貨

な
 

教
' 
信
用
な
ち
を
膨
服
さ
せ
ヤ
、
，
部
然
艿
し
て'®
つ
爽 

な
ら
ば
"

通
貨
の
* .

縮
は
百
年
河
淸
を
待
つ
，代
類
す
る 

:

の
‘で
あ
る
。
最
後
に
ケ
ン
メ
ラ
ー
氏
は
通'«
攸
縮
の
方 

法
ミ
し
て
、(

一，)

聯
邦
準
備
金
銀
行
の
割
引
步
合
引
上 

(

ニ)

.

軍
事
公
偾
の
高
刹
借
換
、( .
三)

聯
邦
準
：備

金

銀

府\ 

の
差
別
的
貸
出(

投
機
市
場
ゃ
、
奢
侈
品
の
製
造
に
資
. 

金
赉
襁
通
ル
て
居
る
鈒
行、
' 

法
外
な
る
*
通
を
請
求
し 

'
來
る
銀
行
に
高
率
の
苒
割
引
步
合
を
離
す
る
義

)

、(

四
：)

,

政
俯
め
公
偾
發
行
惻
雜
等
於
主
購
泠
れ
て
居
る
。
：

巧
本
*

敝
僅
祀.
八
十
數
頁®

小
册
子̂

過
ぎ
な
へ
い
が、
.

0
^
,
0 

•

2

0

S

3
 :

斬
列
樹
价

其
內
容
は.
頗
る
充
實
し
て
居
る
。
私.
の
.
近

頃

贖

了

し

れ
 

睿
物
の
內
で
ヽ
全_
編
3
犬
部
分
に
通
じ
て
、
賛
意
を
表 

し

、
.尊

敬

を

傭

つ

た

の

は

：、
本

書

位

の

も

の

で

あ

つ

て

，、 

其
內
容
を
#
げ
"
通
貨
問
題
^
就
て
、
知
見
の
蒙 

眛
で
，あ

る

我

國
^
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

.

.
 

(

掘

江

歸一 
>

.福

田

德

三

著

_

國

民

經

濟

講

話

：

,

n
 

. 

大
镫
間
發
行 

;r
:

:

‘ 

： 

逛
惯
金
拾
甙
圆

'.

ゾ!-
■ 

, 

■

•■

:
 

.

，福
田
博
！

h

の
國
a i
經
濟
講
詰
が
近
時
我
，經
濟
學
界
に 

於
け
名
最
大
の
，産
物
な
る
.こ
^
固
.ょ
.々
言
を
俟
た
す
。 

本
書
は
博
士
の
全
經
：濟
學
體
系
の
前
半
部
を
な
す
も
の 

に
し
て
义
總
論
及
び
生
產
論
に
屬
す
る
六
篇
四
十
萼
ー 

千
四

}

s

十 
一....，
}

頁

(

.五

.
./
V
八
字
記)

'
 
を

收

む

'
若
し
义
れ 

.に

.、.，
續
い
て
视
行
せ
ふ
：る
ベ
|

流
通
經
濟
講
話
の
五
篇 

遍

通

0
原
理
ヽ
貨
幣
_

'1
袼

論

、
所
得
論
、緒

論)

を
加 

ふ
^
€ 

&

、̂ず
數
惟
恐
ら
ズ
倍
加
；す

.べ
く
、實

G
榧
濟

第

七

雛
5

一
、



'
^
'•

+

:3
6:
秦,
,(

】

O

^

-B
P

*?
I
J
^
^

• 

* 

.

學
界
廉
曾
有
の.
壯
嫌
を
蓮
す
る
%
ら
ん
0
:學
界
及
び
著 

者
:(
0
爲
'め
誰
か
之
を
慶
賀
せ
ざ
る
も
の
^

‘
.
.本
書
は
も
^
著
者
の
决
庀
玉
年
夏
金
澤
市
ば
於
け
る
，
. 

■f
i

M
vf
e

胚
胎
す
る

^

 
0

t

e

し̂

、.
其

H

的
g

す
る

ビ

こ
 

4
は
、.
普
a
の
敎
育
あ
り
常
m
t

具
ふ
名
も
、
經 

K
#
別
の
素
«

な
キ
ー
般
人
:1
:
を

-L
T
、
，
，
斯

學

發

達

0
 

撮
新
最
高
の
威
^

^
通
縢
ぜ
‘も
め
/Vv

す.
る
：R
在
6 
i 

謂
ふ
',
0
而
し
，て
册
目
的
は
成
就
せ
ら
れ
て.
猶
«
な
き
も 

の
、
免
し

;;
:0著
者

の

，
此

頻

な

き

«
«
ヒ
> 
そ
の
機
瞥
な 

る
觀
察
カ
€
は
9.,1

:.!^

於
て
は
經
濟
學
.の
素
賢
あ
る 

饋
者
:-
'
>
:
^
、
未
挪
康
观
の
學
說
事
^
の
‘送
迎
に
遑
^
か 

ら
し
め
、
他
方
に
焚
て
：は
本
»
を
し
て
、
，何
人
.に
取
KV 

T
も
最
ネ
蕭
6
き
讀
物
允
'̂
し
む.
;'
0
本
書
は
^
ゼ
‘講
演 

德
衝
を
..
*
雜
^
:!
>
た
り
^
ー
一
ム
ふ
も
、
評
者
の
得
た
る
印 

象
本
依
ヵ
て
謂
べ
ば
、
M
記
に
據
る
せ
こ
ろ
最
多
き
は
' 

第

；
ー

卷

に

し
:̂
浪
^
養
ゆ
新
^
忙
隹
筆
せ
る
部
分
多 

き
を
ボ
む
る
に
非
ざ
^
が
'0
蓋
し
第
；
卷
に
於
て
#

說
及
领
稍
々
丁
寧
に
失
ザ
る
のM

あ
る
R

ヽ
其
以m
^ :. 

A

逐.
ふ
て
、
內
容
に
此
レ
尤
說
明
語
數
の
緊
縮
せ
6

紀 

，
ズ

行

く

を

.

認

む

，
る

を

以

て

な

う

。

.

;
,

第
七
號

1

四
一

1

..
今

本

誊
,0
內
容
：に
％

所̂
腐
:0,」

|端
を
記
,3
ん
か
？ 

I«
*

;f
へ
ら
く
、
1:
0
靈

せ

芩

科

:®
は
^i

賞
の
® 

論
：に

;»
か
ざ
る
可
か
ふ
ず
。
經
濟
#
亦
然
&
^
經
濟
«
 

の
理
#
樣
始
:»
か
ち
終
：ま
^
、
チ
ャ
；.
ン
ビ
徹
底
し
々

一
 

の
系
#/
を
雜
#

'0
て
居
;|
).
;0
で
^
4
ま
す
。
思
a
付
き 

:̂
# '
'K
a
々
^
事
把
を
、コ_ 
.チ
，

.
■ャ

と

並
.
ベ
，た
^
：

>

の.
で
，
 

樣
あ
^N

.̂
せ

'̂
。」

看
^
て
其
の
.--
-.
賞
せ
る
猢
論
ど
は
、 

經
濟_

に
：
.
於
て
は
:*
濟
の
本
質
是
な
彡
菜
八
ル
頁)

。
 

然
ら
ば
經
濟W

は
何
ぞ

o

.

答
へ
て
0
く

n i
人
間
が

生

活
 

維
持
の
爲
め
に
、一

定
0
»
劃
に
基
く
0 ,
的
を
立
て
、
 

其
目
的
を.
達
す
る
爲
め
に
得
叉
は
用
ゆ
る
各
種
办
字
段 

を
、
&
的
^
»
1>
て
比
較
剑
斷
，1
る
秩
序
的
行
動
、
'並 

に
其
行
8/
傭
滞
織」

0
1〇
丨
一
頁)

或
は
略
言
す
れ
ば
、 

「

收
支
適
合
を
圖

る

所の
秩
序
的
計
劃
的
活
動
並

に
活 

0
の.
組
織」 (

五
A
八
頁
：其
他)

楚
な
6
。
然
；る
R
#
人
の 

潘
满
に
於
て
、撕

く

,0
如
\
秩

序

，
ど

計

劃

ど

に

«

き

て

、 

散
支
め
適
合
を
圖
^
必
避
は
、
抑
も
如
何
に
し
て
起
る 

.
か

ど
'̂
外
ば
4
吾
人
*
類

が

在

物
.̂
し
て
、,
數
1{
;
於
ズ 

嫵
餐
夂
爾
殖
す
^

遍
つ
舟
を
有
す
る
に
對
し
夕
他
方
ね 

■ ^
: X
- A
»

^

生

游

資

.料

を

仰

ぐ

r

 
土

靡

た

h

源

た

る

u
±

r
l
l
i

r
_v
■
卜：
-:.
、
_
.
_
»

!>
7̂J3rVデ

,

地
0

、
：而

積

に

，
於

て

，
有

猶

不

.

可
：
增

な

名

事

.

實
が
、
人
力
を 

以
て
之
れ
を̂,
何V

J

も
す
る
事
能
は
ざ
る
が
爲
め
、
人
： 

類
は
猫.
に
秩
序
#

劃
を
立(

つ

る

.事

に

依

て

、
其

の

.
調

和
 

を
圖
タ
其
適
合
を
勉
む
る0

必
要
&
む
事
能
は
ざ
る
も 

の
な
&

。
；«

田
傅
士
め
所
見
；に
從
：へ
ば
、

：

マ
ル
ナ
ス
が 

.r

將
來
必
ず
久
ロ
過
超
：の
事
實
が
起
る:̂:«
言
し
、
人
ロ 

0

將

來

を

漶
.«

し
た」

^
:
 

一
 
f
«

は
'
朋
が
に
誤
謬
せ
目
す’ 

.

ベV
き
も
の
な
&
と
雖1

、「

认
間
は
食
料1

b

も
增
加
の 

度
が
速
か
，で
ぁ
つ
て
、
生
れ
る
猙
の
入
間
皆
必
ず
し
も 

'
生
延
び.
て
行
け
る
も
の̂

は
：^

い
7
.

:

出
生
者
？
全
部 

蝴
生
存
を
必
す
る
釋
忙
は
行
评
ぬ
兰

.K

ふ
大
事
賞
拟$

へ
 

人
*

の
之̂

如
何
^

-^
• t
:

測
か
s

:̂

る「

&
■

然
'
の
大
則
jL. 

に
也
て
、
人
口
は
之
を
妨
ぐ
る
事
情
な
き
限
は
":

無
限
’
 

に
堉
殖
す
る
力
を
有̂

の
，マ.
ル
;^

ス
.0

說
は
- ;「

萬
治 

不
易
の
眞
理j

な
象
蹲
二
十
，

1
.

漳
_
段)

，

然
る
に
‘.
一
 

方
土
地
收
權
遞
減
の
法
則
は
.「

咱
然
の
大
勢」

に
し
て
、 

-A

間
は
倒
底
之
を
全
廢̂

^

事
饿
は
す
、
たU
.
人
間
林 

淇
智
能
费
力
に
依
で
、；
'

或
'
猫
度
ま
：で
天
然
亿
打
克
つ
靡 

令
犋
ゼ
濉
も
、
而
か:̂
遂
舡
！<
#

:0

大
勢
令
廢
.す
义
事 

補
は
ず
。

「

乃
;̂
^

^

法
©

^

W

作
用
を
延
期
し

笫
十
丑
卷
|
0
1
0扭
5:.
;'
;

新
列
紹
汾 

：

'
.
得
_
る
.
の

み

で

'*
c
v
't
:̂
此

俄

別

艰

依

#
^
し

て

、
' 有
®
 

し

て

居

名

Z

ビ

嫦

鄉

々

が

寸

時

^
>
思

れ

で

は

な

ら

ぬ

所
 

で

あ

^
ま

す

。」.

(

.i
£
o
〇

頁

其

他

)

此

事

は

何

れ

の

時
 

代

、

何

れ

の

國

，

啊

れ

の

民

族

に

.も

共

難

の

點

に

し

て
 

「

云

は 
>
夂

：明

の

©
m5
如

何

を

超

蒙

す

る

一

の

非

文

化
 

的

事

實

」

.(

$
八

四

質)

な

り

£
す

。

一

切

經

濟

現

象

は
 

报

'本

に

於

T;.
此

の

非

文

也

的

事

實

'1
•り
趣

！ず

る

も

10
な
 

々

;:
°'
吾

：
火

は

务

働

せ

，
資

本

£
を

手

段

^

す

る

M
濟

行

爲
 

に

依

/T
i
地

ゼ

人

口

^
の

不

調

和

を

餘

か

ん
X
し

1
し
 

て

其

の

經

濟

行

爲

ほ

今
Hi
に

於V

ぬ

企

業

を

中

心

し
 

て

發

動

す

る

も

の

な
b
。

而

し

す

务

藥

ぜ

は
■
田

博

.土
 

，の

定

義
.
に

ょ

れ

ぼ.

流̂

泌

&
濟

に

於

て

、

各

顧
の

a

':
m

 

行

爲

に

ょ

&
、

生
.
産

及

び

營

利

:̂
*
す

る

姻

^
人

择

.% 

,(

生

；產

，
.(
7>,.
場

^
に

就

て

S
へ.
は

洛

嘗

見

^
產

耍

素

を

；

)

も
 

负

奶

俲

意

S
責

：任

：

V

に

於

で

*
入

れ

、.f

入

れ

、
，

次

た
 

1
入.
れ

:r
、.
1
し

^

-̂
も
.
の.
1̂,
.
£:
\̂
上

の

(®
®

順

猶

を
 

.
作

り

出

す

を

目

的
€
經

» :」

.
の

謂

な

ら(

三

九

七

頁)

。
、

' 

..此
等

企

業

^
#
に

於

：

H

結

合

せ

6
る

、

生

產

要

素'^
石

も
ー
の
は
、巍

常

土

地

、

勞

働

、蒙

§

,

1
渚

な

ト

愚

：ち
 

:る
へ.
も
、..

博
#
淖
人
間
め
勞
働
：以
前
に
旣
に
存
す
么
法

:

-

舘
七
號.

！
四
！テ



第

十

五

卷(

1

0

菜

，

)

、
新
刘
紹
介

»
?
、他
の
諸
嬰
素.

を̂

並

列

落

：事
を
失
當
ど
な
レ

、

.

之y
:

對
し
て.
生
產
の
文
化
的
要
素
S
し
て
は.
、
勞
働
、
一
 

資
本
及
び
組
織
の
1
1
.

著
を
擧
や(

五
：九
五
5

。
：勞
働
は 

「
M

者
中
最
も
多
く
自
然
的
方
面
：を
具
へ
，、
資
本
之
に
次 

«■
:
組_

'R
至
て
，は
：全
然
文
化
的
產
物
ぞ
»
す
べ
き
も 

,0
f

と
云
ふ
。本
書
第
五
篇
は
勞
働
論
に
充
て
ら
れ
、
 

資
本
及
び
紐
織
はI

括
し
、て
第
六
篇
中
に
硏
究
せ
ら
る

,
-■̂
s
vb
。

。
 

i 

.

.

.
,

:

A
:第
五
篇
勞
働
論
の
中
心

^

な

す

も
の
は
■
働
能
率
增 

.«
屯
棚
す
石
研
究
な
&
。
著
者
纪
從
へ
ば
能
率
增
進
の 

»
本
的
條
#
y H

あ
り
。營
養(

勞
銀
¥
,勞
働
時
間
と
是 

な
：-
。而
し
て
蓊
者
は
十
年
前
を
の「

勞
働
經
濟
論」

に 

:
於.
て
世
：に
敎
へ_
た
る
、
高
賃
龈
及
短
勞
働
時
間
の
經
濟 

を
'̂
苒
び
論
避
す
る
fc
、
：
.
詳
密
最
新
な
る
專E

：

的
研
究 

\0
成
果
を
以
て
す
^
な
此
の
勞
働
能
率
勞
働
時
間 

反
比
例
0
理
法
を
、
藉
者
が
マ
ル
ク
ス
の
餘
剩
價
値
說 

驳

擊

の-a
器

$
し

て
應
用
し
*
る
：
は

、
，
新

着
»!
1
4C
し
て 

••
A
の
服
す
石
^M

ろ
ガ
ら
ん
V
i

マ
ル
ク
ス
0
餘
剩
價
‘ 

#
說
は
、
勞
儆
効
程
が
努
働
骑
間
ど
正
'比
例
す
る
.事
を 

赚

提
: ^

す
る
も
0

に

し

.，て

、

勞
働
者
自
身
0
生
活
，に

-3
?

,

' 

第
七
雛
一
四
四 

す

る

物

品

の

..生

^

に.r

必
要
な
る
勞
働
時
間
を
，

|

定
'サ 

る

も

の

ど

す

：
れ

媒

、
興

以

，：上

榮

働

時

間

を

延

長

す

れ

ば

、 

資
本
家
の
得
分
た
る
餘
剩
額
：は
そ
れ
に
比
例
し
て
M
P 

す
る
事
を
說
く
も
0
な
る
を
以
て
次
!).
。
日
く
，r

マ
レ 

ク
ス
のV

云.
ふ
絕
對
的
餘
刹
債
値
な
る
も
の
は
勞
慟
一
日
. 

め
生
產
効
程
は
勞
猶
時
間
の
長
短
it
比
例
し
、
時
間
長 

妙
れ
ば
效
程
多
く
、
時
間
！

i

け
れ
ば
效
程
少
し
ビ
云
ふ 

事
を
前
提w

せ
な
け
れ
ば
.#

が
立
た
な
い
の
で
あ
^
ま 

.
;
^
即

ち

彼
0
申
す
所
じ
從
べ
ば
、六
時
間
を
以
て
；|:勝 

的
勞
働
時
間
と
わ
、餘
剩
價
値
率
は
、九
時
間
勞
働
の
ヒ 

.&.
は
3
T
十
ニ
時
間§

^
.

き
は
6 j  
6

ビ
致
す
の
で
す
。
 

即
ち
時
間
が
延
び
た
丈
け
生
産
高
が
其
割
に
殖
え
る
も 

の
'ビ
肅
提
す
る
の
^
あ
^N

^

す
o
然
る
化
、f
K '
,<
£
:
し

て
 

は
勞
働
の
施
率
は
時
間
の
長
短
に
芷
比
例
せ
ず
、
：却
て 

«
比
'例
す
る
も
の
^'
る
Z
€
前
^
_

述
べ
た
通
り
で
、
 

而
し
て
マ
ル
ク
ス..
も
其
事
實.
は

十

分

^
.
之

を

認

め

て

居
 

る
の
で
あ
り
ま
す
^
即
ち
彼
姐
勞
獅
の
能
率
變
せ
ず
し 

て

時

樹

短

縮

.の

行

は

る

、如
き
場
合
は
無
い
、
時
間
を 

短
縮
中
.れ
ば
他
雜
は
裔
ま
る
が
常
で
あ
石
ビ
申
し
て
居 

办

，ま

す

。

.
マ
ル-
ク

ス

は'
方
te
浙

ス

公

』

日
し̂

L&

、

他
1

方
に
於
て
、
其
絕
對
的
餘
剩
價
俥
論
な
る
も
の
を
、
；時 

:

間
の
延
長
は
其
割
合
！

4
:

生
產
高
の
增
加
を
伴
ふ
ビ
云
ふ 

前
提
の
上
に
立
て
、
あ
る
の
で
あ
り
走
す
。：是
れ
明
か 

ft
一;'
の.
矛
盾
で
あ
り
ま
す」

(

七
四j

頁)

o 

勞
働
能
率
ど
勞
鈒
若
し
く
は
勞
働
時
間
ミ
の
關
係
に 

就
き
福
田
博
士
が
敎
ふ
<6
'F
r
は
*
^
の
全
然
服
す
る，
匕 

こ
ろ
，な
む
ビ
0
も
、.
博
士
が
勞
銀
引
土
時
間
短
縮
0
,理 

由
部
、

」

t
k
能
率
の
增
進
：に
求
め

、
能

_

«

^

の

結

果

を 

+伴
は
.ざ
る
場
合
に
は
、勢
«

引

上

：ぐ
.
可
か
ら
す
、時
間
短 

縮
す
可
か
>?
>
ず
V
C 士_

せ
ら
る
、
が
如
き
觀
あ
を
は
ノ
 

:五
：！

人

の

解

せ

ざ

る

ビ

と

，
ろ

な

&
。例
へ
ば
|«
十
は
日
く
、
 

「

.*
1
何
('
:
:人
道
上
、道
德
上
時
間
の
短
縮
が
肇
.̂

し
い
孓 

S
で
あ
っ
て
•も

.…

若
し
：い
勞
働
時
間
の
短i

」

ど
が： 

勞
働
漭
の
み
の
利
益
に.
合
じ
：、
M
主

の

刺

.益

は

却

て

爲
 

め

に«
せ

ら

れ

る

の

な

.
れ

ば

>
.
:
勞

働

時

間

の

短

縮

は

學
 

間
上
の
定
說
公
論
ビ
じ
で：

は
,-.
之
を
唱
ふ
る
事
能
は
^
 

€(

七
：I

因—

一
六
頁)

？
.然
れ
ぞ
飞
筆
者
の
所
見
は
之 

v

间
じ
：か
ら
す
。「

特
に.
歷
主
の
味
方
で
な
い
如
く
，
又 

た
-#
に
勞
働
者
の
味
方
で
も
な
い」

者
ミ
雖
も
、勞
働
時 

)

間
の
延
長
に
依
て
雇
主.
の.
得
る
追
加
利
澗.
气

：
勞
働
者.

,が
爲
め
に
蒙
る
健
康
上
管
能
土
道
德
上
の
損
辔
ビ
を
比 

較
計
量
し
て
、
後

:#
を
重
し
ビ
V
さ
V
る
可
か
ら
ざ
る 

場
合
決
し
て
珍
ら
し
か
ら
ざ
る
な
り
。
予
は
エ
揚
法

 ̂

，於
け
る
女
子
小
兒
の
勞
働
時
問
制
限
乂
は
夜
業
の
禁
ih 

は
、.
多
く
の
場
合
究
極
生
®
能
率
の
垴
進
に
侬
て
も
酬 

ひ
ら
る
>事
を
疑
は
ず
ご
雖
も
、
而
か
も
能
奪
增
進
ょ 

.

hy
も
更
に
價
値
あ
る.
も

の

依

て
B
ひ
ら
る
、
事
^
»* 

信
し
て
之
を
歡
迎
す
る
も
の
な
&
。
然
れ
f
も
福
田
博 

±
の
眞
意
は
恐
ら
く
無
條
件
に
能
率
增
進
を
一
切
事
の 

上
に
®
く
こ
と
に
存
せ
ざ
る
可
し
。
何
^
な
れ
ば
陴
士 

.
は，

第
五
篇
の
末
段
に
於
て
作
業
分
業
の
利
益
を
論
じ
：
 

た
る
後
、
勞
働
者
を
今
日
の
從
風
的
ー
雁
傭
勞
働
者
た
ら 

ざ
ら
:[.
め
ん
X
欲
せ
ば
、作
«
^
業
は
十
分
行
は
れ
ず
、 

作
業
分
業
十
分
に.
行
は
れ
ざ
れ
ば
'、
勞
働
能
率
の
增
進 

4
十
分
な
る
を
'得
ず
。
而
も
此
効
果
を
擧
げ
ん
が
爲
作
業 

分
業
を
+
分
行
は
れ
し
め
ん
€
す
る
^
は
.、
勞
傭
密
人 

格
の
拘
東
歷
迫
を
來
す
こ
ミ
を
辭
す
る
能
は
ず
、
是
實 

に
今21

の
經
濟
生
活
現
在
の
^
業
組
織
の
浙
に
檄
は
れ 

る
大
な
る
ス
7'
4
X
ク
ス
の
謎
な
b
ど
記
し
、
又
經
濟 

學
に
於
て
研
究
：す
可
き
最
重
要.
の

間

^

は

勞

働

能

率

の

第
十
五
盤(

ー0

玉
七> 

新
刘
紹
分

第
七
親

1

四
茧



:

第
十
蓝
卷c

i
c

五A
y
:

':
新
邦
親
分•

.
增

進^
勞

働

者

の

人

格

的

耍

求

の

尊

重

:̂
が

如

何

に

し
 

て

雨

立

し

得

る

か

の

:;
-
一
 
事

な

謂

，へ
る
を
以
て
f
 

(

八
九
ニ 
I
三
頁)

。
而
L:
て
此
問
題
の
解
決
は
博
士
の 

流
通
»
出
づ
る
を
俟
つ_
て
始
め
|て
知
る
可
き
も
の
た
る

^
-
h
v
o 

ゾ

•;
:

’
ル
，ク.
ス
の
餘
剩
愤
値
說
を.

し
た
る
*
^
は
又

を.
の_

た
る
勞
働
倒
値
說
を
も
否
ま
す
0
を
の
論
に

從

へ

ば

マ
^
グ

ス

の
®
値

說

は

宼M

M

®の

論

な

り
ご

i©
ふ
に

在

り

。
蓋
し
齊
人
が
勞
猶
を
嫂
し
て
物
を
往
產

す
る
は
其
物
R.
繼
あ
る
を
以
て
な
パ
り
。v
獲

ぁ

る

が

：

故
に
之
に
努
働
を
费
て"

苦
痛
を
#

ふ
#

作
を
：代
®

V
J

し
て
女
拂
ぷ
事>
翁

せ

ざ

る
U

P 
’
故
i:
:

H
 
く『
勞
働
' 
は:

.

傾
®

の
源
なo
 
S

K

ふ
ょ
り
もS
M

値
は
勞
働
の
源
な

h
:̂

云
つ
た
方
が
當
を
得
，で
居
る
の
で
あ
り
炎
す」

S
。

筆.
者
は
勞
働
價
値
說
の» ,

點
を
指
摘
，す
るJ
l
k

於
て
博

士

等

の

鱗

尾

に

附

す

一

る

.
も
の
な
り
と
雖
も
、
，«
玆
R
博

士
が
價
値
な
る
語
に
依
て
解
す
る
s >  J

ろ
ヾ
し
マ
ダ
ク
ス

「

の
同
語
の
用
法
ビは.
同
じ
か
ら
ざ
る
事
を
記
せ
ざ
る
，可

か
じ
ず
"
即
ち
撖
士
R
從
へ.
ば
價
値
ビ
戍

或
目
的
代
對 

し
て
成
手
'
段
が
有
す
る
意
敗
の
度
合

」

に.
し
て
、
全
然/1

第
七
號

1

四
六

0
主
觀
的
判
斷
な
る
^
、>

ダ
グ
ス
に
於
て
は
、質
1
は 

『

商

品

，の

交

換

比

率

若

し

く

は

交

換

價

値

に

現

は

■る， 

共
澉
物』

な
り
。
マ
ル
タ
ス
と
雖
も
、遛
値
を
|
の
主
a
 

的
判
斷
ど
解
す
る
約
束
の
下
に
於
て
論
せ
ば
、
恐
ら
ぐ 

そ
の
價
値
が
.社
會
的
に
必
要
な
る
勞
働
時
間
に
依
て
定 

ま
る
ビ
云
ふ
事
を_

'8
;
し
た
る
に
は
非
ざ
る
ベ
き
か
。

僧
値
■
餘
剩
價
値
論
に
於
て
マ,

ク
ス
を
排
し
^
る 

福
2,
愧
士
も
、
赉
木
槪
念
論
に
於
て
は
マ
ル
ク
ス
に
友 

相
し
て
資
本
のI

滕
史
的_

念.
1<,
し
て
、
こ
れ
に
絕
對 

:

的
®

云
ぶ
方
面
の
全
然
な
き
曝
を
®
明
し(

九
一
 

■  i!

頁
其
他)

0
資
本
の
嚴
終
的
咒
義
ビ
し
て「

资
本
と
は 

..利
媧
の
用
に
供
せ
ら
6

、
私
^
财
淹
で
あ
る
1
或
は「

资 

本*

匕
は..:̂
;3
|*南
激
力

之
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